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   Tuberculosis of the penis is a rare disease. We report a case of tuberculosis of the penis. A 
51-year-old man noticed a painless induration with  ct central ulceration on the glans penis. He had 
a history of tuberculosis of cervical lymph-nodes, right epididymis and leg skin. Examination of 
the other parts showed no evidence of tuberculosis. Tuberculin test was strongly positive. The skin 
lesion of the glans was excised. The pathology was epithelioid cell granuloma with Langhans' giant 
cell, indicative of tuberculosis. But acid-fast bacilli were not detected in the Ziehl-Neelsen preparation 
of the tissue. The patient was treated with isoniazid, rifampicin and cycloserine. After the treatment 
for approximately 5months, recurrence was not observed and enlargement of cervical lymphadenopathy 
improved. We reviewed 39 cases of tuberculosis of the penis reported in Japan during the past 14 
years. 
















茎 亀 頭 部 に硬 結 が生 じ切 除 した.病 理 組 織 所 見 は,結
核 であ った.化 学療 法 を始 め た が,肝 機 能 障害 のた め
1ヵ月 で中 止 した.
現 病 歴:1984年2月 陰茎 亀 頭 部 の 腫瘤 に 気 付 いた.
そ の後,腫 瘤 が 大 き くな っ て きた た め 同年4月 当科 を
受 診 した 、 腫 瘤 部に 軽 度 の圧 痛 が あ るほか,と くに 症
状 は なか った.
現 症:体 格 栄 養 中等 度.結 膜 に 黄 疸,貧 血 を 認 め な
い。 右 側 頸 部 に硬 い無 痛 性 の母 指 頭 大 の リンパ 節 を 触
知.胸 腹 部 に 異 常所 見 を認 め ない.右 副睾 丸 が 欠 如 す
るほ か,陰 嚢 内 容に 異 常は な い.陰 茎亀 頭 部 背 側 冠 状
溝 近 くに,径 約7mmの 圧 痛 のあ る 中 心 部 が潰 瘍 化
した 硬 い 結 節 を 認 め た(Fig.1).
検 査 成 績:RBC430×104/mm3.HgbI3.79/dl,
Ht42.0%,WBC5600!mm3,白血 球 分画,Stab12
%,Seg57%,Lym22%,Mono7%,Eo2%,




























尿検 査PH6.0蛋 白(一)糖(一)潜 血(一)
尿 沈 渣RBC(一).WBCO～1/HPF.尿 細 菌 培
養 陰性.尿 結核 菌培 養陰 性.
ツベ ク リ ン反応(柑)lo×11/13×12(30×32)
X線 検 査所 見:胸 部 単 純,IVP上 異 常 所 見 を 認 め
ず.
経 過;1984年4月23日局 所 麻酔 下 に て陰 茎 亀 頭 部 の
腫 瘤 を 切除 した 。 病 理 所 見 は ラ ング ハ ンス 巨細 胞 を
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推移 は 横 ば い状 態 で あ る と もいわ れ てい る2).と は い
え陰茎 結 核 は そ の なか で も非 常 に まれ な疾 患 と され て
い る.
本 邦 に お け る 陰茎 結 核 の報 告 は,1911年森3)の第1
報に は じま り,1920年柳 原35)が32例に つ い て報 告 して
い る.ま た 佐長 ら4)の集 計 に よる と,1920年代15例,
1930年代18例,1940年代12例,1950年代13例,1960年
代8例 が 報 告 され て お り,1969年まで に は 約100例に
達 して い る.今 回1970年か ら1983年の14年 間に お い
て,わ れ わ れ が 調 べ え たか ぎ りでは,自 験 例 も含 め て
39例が報 告 され て お り決 して減 少 し てい る とは い え な
い4'"34).39例の陰茎 結 核 に つ い て ま とめ てみ る と以 下
の よ うに な る.
(1)年齢25歳～76歳,平 均 年 齢49.5歳.(Tablel)
(2)結核 の既 往 の あ る もの12例(12/39:31%)(肺
結核8例,頸 部 リ ンパ 節 結核3例,副 睾 丸 結 核1例,
股 関 節結 核1例:重 複1例)(Table2)
(3)他臓 器 に 結 核 病 巣 の 合併 が あ る もの4例(4/
39=10%)(腎結 核2例,2例 と も尿 中結 核 菌 陽 性.
頸部 リンパ節 結 核2例)(Table3).

















































%)(頬部尋常性狼瘡1例,躯 幹,四 肢の壊疽性 丘疹



















































































鑑別すべき疾患 としては ①亀頭炎 ②硬性下癖
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抗 ア レル ギ ー 作 用,抗 炎 症 作 用,解
毒 作 用,イ ンタ ー フ ェ ロ ン誘 起 作 用,
お よ び肝 細 胞 障 害 抑 制 ・修 復 促 進 作 用
を 有 し ます 。
● 用 法 ・用 量1日1回,1管(2ml,5ml,
症状 によ り適 宜増 減 。




ア レルギー性疾患(喘 息,葬 麻疹,湿 疹,ス




1日1回,40mlを 静 脈 内 に注射 。 年 齢,症 状 に よ り適宜 増 減。
包装20ml5管 ・30管,5mlsa9・50管,2ml10管・100管
※使 用上の注意 は,製 品 の添付文書 をご参照† さい。
●内服療法には 』匹盟 督 ■ 唱』
錠二号
包装1000錠,5000錠
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